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自動車総連ニュース

バッテリー資源の国内循環と
納得できる車の税制を訴える

リチウムイオンバッテリーの再利用とルール作りを提言

電気自動車(EV)をはじめ、様々な用途に用いられるリチウムイオン
バッテリーは、日本の産業競争力や経済安全保障上の観点からも
極めて重要な資源であり、使用済みバッテリーを国内で回収し、
「リサイクル」や「リユース」をすることが重要！

【浅尾環境大臣】の答弁は動画をご視聴ください。

リチウムイオン電池のリユース・リサイクルのメリット
●リチウムやコバルトなど資源の有効活用
●希少原材料の輸入に伴う地政学的リスクの低減
●中古車市場におけるリセールバリューの向上
●新品のバッテリーの製造量抑制によるCO2の削減

【はまぐち議員】 バッテリーや蓄電池が、どの程度海外に流出しているか実態がつかめ
ていないというのは、大きな問題。EUでは資源循環を徹底する仕組みを始動させている。
この点について、現時点で政府としてどのように認識しているのか。

【環境省 住倉次長】 の答弁は動画をご視聴ください。

【はまぐち議員】 リチウムやコバルト、ニッケルなどの希少資源の回収・再生は、日本の経
済にとって極めて重要。高い回収率を誇る技術は既にある（リチウム70％以上、ニッケ
ル・コバルト95％以上）。EUに負けない強固なサプライチェーンの構築が必要！
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レアメタルはほとんど海外からの輸入に頼っ
ているよ。国際情勢の影響を受けやすいため、
リサイクル・リユースなどで国内循環を高めることが
資源の確保になるんだね！

暮らしと
産業に直結

レアメタルはスマホ、PC、風力発電、
EV車、蓄電池、などに使用されているよ。
未来の技術や脱炭素社会に欠かせない！



本件に関するお問い合わせ・ご感想は自動車総連 政治・政策局までご連絡ください。
（右のQRからご入力いただけます）
本質疑詳細内容は、インターネット審議中継にて録画をご覧になれます。
https://www.webtv.sangiin.go.jp/webtv/index.php

カーボンニュートラルへの取り組みを質す

【はまぐち誠 議員】 「デコ活」の取り組みに対する成果と課題は？
予算もついているが、どの程度成果が出ているのか。認知はされ
ていても、肌感覚ではまだまだ足りない。一般国民への周知が不
十分なので、積極的な広報を強化してほしい。

【はまぐち誠 議員】 地域脱炭素交付金の執行率が低く、目標となる再エネ導入量にも達
していない。特定地域脱炭素移行加速化交付金の実効性についても、執行率が極めて
低く、令和5年度は0%、令和6年度でも4.2%。ニーズがあるか疑問であり制度の抜本
的見直しが必要ではないか？会計検査院に両交付金の検査要請を行うよう求める。

【浅尾環境大臣】の答弁は
動画をご視聴ください。

■デコ活とは「脱炭素につながる新しい豊か
な暮らしを創る国民運動」の愛称。 DE：脱
炭素（Decarbonization）と、環境に良い
エコ（Eco）を含む「デコ」と活動・生活を 組
み合わせた言葉だよ。日本では家庭部門の
排出量削減の進みが良くないんだ…

自動車関係諸税・環境性能割廃止について訴える

【はまぐち誠 議員】 環境性能割は、自動車取得税の廃止に伴って導入されたが、実質
的には「看板を付け替えただけ」との指摘がある。車購入時には消費税と環境性能割の両
方が課税され、二重課税の側面が強い。環境性能割は廃止すべき。

【村上総務大臣】の答弁は動画をご視聴ください。

【浅尾環境大臣】の答弁は動画をご視聴ください。

【はまぐち誠 議員】 トレーラーは動力を持たず、自らCO2を排出しないため、環境性能
割の課税対象とすべきではない。EV車と同様に非課税扱いが妥当。
引き続き、自動車関係諸税の見直し・廃止に向けて協議を継続していく！

■地域脱炭素交付金と特定地域脱炭素移行加速化交付金とは？？

地域脱炭素交付金 特定地域脱炭素移行加速化交付金

地域の脱炭素化を促進するために、地方公共
団体が行う脱炭素事業を支援する交付金

特定地域の脱炭素移行を加速し、再生可能エ
ネルギーの導入を促進する交付金

https://www.webtv.sangiin.go.jp/webtv/index.php
https://forms.gle/Y7ADkSfzBMjEvnbi8
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